




はじめに 

 

 平成最後となる平成30年度は、くしくも普及事業が70周年を迎える節目の年でもありま

した。 

本県の普及事業は、平成28年度に改訂しました「滋賀県協同農業普及事業の実施に関す

る方針」のもと、「担い手育成に関する支援」、「産地の育成・強化に関する支援」、「魅力あ

る農業・農村創出に関する支援」を３つの柱とし、活動を展開してきたところです。  

担い手育成については、認定農業者や集落営農組織の経営発展に向けた支援を重点活動

として取り組んできた結果、集落営農法人は全国3位となる351経営体に、担い手への農地

集積率は59.7%にまで増加しています。 

また、県育成品種「みずかがみ」については、近江米のブランド化に向けて県内全域で

作付けの推進と良食味栽培の支援に取り組み、平成30年産の作付面積は2,748haにまで拡大

しました。 

さらに、平成22年度から活動を強化してきた園芸作物の生産振興について、野菜ではキ

ャベツやタマネギ等を重点品目として栽培指導や産地化を進めた結果、販売用野菜栽培面

積、産出額はそれぞれ1,483ha、123億円に増加しました。合わせて、果樹はイチジク、花

きは小ギクや輪ギク等を中心に、県全域で産地化を目指した取組が広がってきています。 

これらの成果は、日頃から普及活動にご理解とご協力をいただいております農業者や関

係機関の方々との信頼関係や連携なしには成し得ないものです。関係者の皆様に厚くお礼

申し上げます。 

平成の時代は間もなく終わりを告げますが、本県農業の振興のため、新たな時代も引き

続き普及事業に対しまして、より一層のご支援ご協力をお願いいたします。 

 

 平成 31 年 3 月 

 

                                            滋賀県農政水産部農業経営課 

                                                          課長 若井 英太郎   



┠   ḟ 

 

Ϩ ᢸ࠸ᡭ㸦㎰ᴗ⪅㸧⫱ᡂに㛵ࡿࡍᨭ 㹼ே࡙ࡾࡃ㹼 

大ὠ・༡部 ሙᩚഛをዎ機とした集落営農組合の法人化           㸯 

大ὠ・༡部 ᑵ農┦ㄯ活動と新つᑵ農者に対するᢏ⾡・経営支援        㸰 

⏥ 賀 集落営農ᆺ法人のḟୡ代⥅ᢎをᅗるために            ３ 

⏥ 賀 㣫ᩱ用米の┈向上のための栽培体⣔の☜❧           㸲 

ᮾ近江 園芸品目の㔞向上による集落営農法人の経営改ၿ        㸳 

ᮾ近江 水✄と野菜を」合した法人経営の生産ᢏ⾡とປົ⟶理の改ၿに向けた支援    㸴 

†  長ᕷす㯮⏣地༊の担い手☜ಖのための支援           㸵 

†  集落営農組織のḟୡ代人ᮦの☜ಖ・育成             㸶 

㧗 ᓥ 集落のヰ合いを㏻ࡌた人・農地ࣉランの作成とࣉランにᇶ࡙く営農体ไのᵓ⠏   㸷 

㧗 ᓥ 新つイチࢦ栽培者のᢏ⾡⩦得支援                㸯㸮 

㹼地域農業をḟୡ代に引き⥅ࡄために㹼 

 

ϩ ⏘ᆅࡢ⫱ᡂ࣭ᙉに㛵ࡿࡍᨭ 㹼⏘ᆅ࡙ࡾࡃ㹼 

大ὠ・༡部 ࣔࣔの品㉁向上と生産面積の拡大                㸯㸯 

ᮾ近江 大㇋㊧「みずかがみ」の㔞向上を目指す            㸯㸰 

ᮾ近江  ࣃン用小㯏の産地化に向けた取組支援              㸯３ 

ᮾ近江  イチࢦの㜵㝖ᅇᩘ๐ῶを目指した育ⱑᮇにおけるࢽࢲࣁኳᩛ用     㸯㸲 

ᮾ近江 ┤売ᡤ出Ⲵを目指した果樹栽培の推進と新つ栽培者の育成  㸯㸳 
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ᮾ近江 ༺売ᕷሙ出Ⲵに向けた▷ⱼ中輪キクのᏳ定生産          㸯㸴 

† ᮾ 水⏣野菜の経営つᶍ 1 ha ௨上の経営体育成            㸯㸵 

†  加ᕤ用キャベツの機Ე化一㈏体⣔による産地育          㸯㸶 

㠉 新 小㯏の㉸ከ施⫧体⣔ᢏ⾡の⌧地実ドと普及           㸯㸷 

㹼小㯏の㔞向上を目指して㹼 

㠉 新 イチࢦ㞴㜵㝖ᐖ対⟇の㍍作業化を実⌧            㸰㸮 

      㹼イチࢦ栽培の魅力向上を目指して㹼 

㠉 新 加ᕤ用中輪ギクの生産拡大                   㸰㸯 

     㹼出Ⲵ目ᶆ 20 本を㐩成㹼 

㠉 新 イチジクの⡆᫆㞵よけ栽培面積の拡大              㸰㸰  

     㹼生産Ᏻ定と品㉁向上を目指して㹼 

 

Ϫ 㨩ຊࡿ࠶㎰ᴗ࣭㎰ᮧฟに㛵ࡿࡍᨭ 㹼ᆅᇦ࡙ࡾࡃ㹼 

† ᮾ � ḟ産業化の実㊶によるዪᛶのാくሙの創出           㸰３ 

 

 

ͤᅖいᩥᏐは、普及組織ྡ㸦農業普及指導ࢭンタ࣮およࡧ農業㠉新支援ࢭンタ࣮㸧です。 

㸦普及組織はᕳᮎཧ↷㸧 

ͤ農業㠉新支援部は、県域で活動する農業㠉新支援ᑓ㛛ဨがᡤᒓしており、ྛ地域普及組織と 

連携した普及活動を⾜っています。 
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Ⅰ 

担い手（農業者）育成に関する支援 

～人づくり～ 



Ϩ 担い手㸦農業者㸧育成に関する支援 㹼人࡙くり㹼 

 ἲேࡢྜ⤌㞟ⴠႠ㎰ࡓࡋዎᶵࢆሙᩚഛ

ὠ࣭༡㒊㎰ᴗᬑཬᣦᑟ࣮ࢱࣥࢭ 

࠙ᬑཬάື࣭࠸ࡽࡡࡢᑐ㇟ࠚ 

 ᰩᮾᕷのභ地ⶶ営農組合は、これまで水✄作業ཷクや㯏・大㇋なの生産ㄪᩚをㄳ㈇っ

てきましたが、平成 29 年度からሙᩚഛィ⏬の᳨ウをዎ機として、集落の農地を集積し、

集落一体となって営農を⾜࠺ことになりました。これまでに、࣮࣡クࣉࢵࣙࢩや県のド

ไ度を活かし、ఱ度も集落内でヰ合いを続けて法人タ❧に向けた‽ഛを進められ࣮ࢨイࣂ

てきました。 

平成 30 年度については、法人のタ❧およࡧᏳ定した営農が開ጞできるよ࠺、普及指導ࢭ

ンタ࣮が支援しました。

࠙ᬑཬάືࡢෆᐜࠚ 

࣮࣡クࣉࢵࣙࢩにより「理ᛕ」の創出を⾜い、そ

の実⌧に向けたタ❧‽ഛጤဨのタ⨨を支援するこ

とで、ᅡሙᩚഛのሗඹ᭷をᅗりました。 

また、月㸰ᅇ開ദされたタ❧‽ഛጤဨでは、事

業目ㄽ᭩や定Ḱ、ㅖつ定等を中心にຓゝを⾜いまし

た。≉に法人に対する理解を῝めてもら࠺ため、ᶍ

⠊定Ḱ等を᮲㡯ẖに理解をಁすことなに時間をか

けました。あわせて、‽ഛጤဨの中から発㉳人を㑅

出してもらい、㸯月の法人タ❧を目㏵に᳨ウを重ࡡ

るよ࠺ㄏ導しました。 

㸰度開ദされた集落ㄝ᫂では、ᙺဨ⮬らがㄝ᫂し、㉁に対してⓗ☜にᛂ⟅ができる

よ࠺ຓゝしました。 

࠙ᬑཬάືࡢᡂᯝࠚ 

 法人のタ❧に向けた普及活動は 2 年間をせしまし

たが、営農組合の解ᩓや機Ე等の引き⥅ࡂ、ᙺဨの

㈨㉁向上をᅗった結果、ㄝ᫂ではㄡもが一㏻りの

ㄝ᫂をできるよ࠺になりました。また、ከくのሙ面

で関係者のព向をᑛ重した活動やタ❧⥲の開ദ支

援を⾜ったことにより、平成 31 年㸯月によ࠺やく法

人Ⓩグがました。組織ྡ⛠は、බເによって㑅

出された�農�ᱵࣀᮌ࣒࣮ࣇᰩᮾです。後は、

ሙᩚഛの進ᤖ≧ἣに合わせて、営農ィ⏬をල体化し、↓理のない支ィ⏬を❧てながら経

営を開ጞする㐠ࡧとなっています。 

ពぢࡢ⪅㇟ᑐ۔

これからも営農ィ⏬の実㊶に支援をお願いします㸦法人ᙺဨ㸧。

┿ � ἲேタ❧にྥ᳨ࡓࡅウ 

┿ � タ❧⥲
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Ϩ 担い手㸦農業者㸧育成に関する支援 㹼人࡙くり㹼 
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ᑵ㎰┦ㄯάື᪂つᑵ㎰⪅にᑐࡿࡍ 
ᢏ⾡࣭⤒Ⴀᨭ 

ὠ࣭༡㒊㎰ᴗᬑཬᣦᑟ࣮ࢱࣥࢭ 

࠙ᬑཬάື࣭࠸ࡽࡡࡢᑐ㇟ࠚ 

大ὠ・༡部⟶内では、ᑵ農┦ㄯ௳ᩘが平成 就農相談件数 122 
115

30 年度には 100 ௳㉸とከく、ࢺマࢺやイチࢦ

な果菜㢮でのᑵ農ᕼᮃが増加しています。

ᑵ農ᕼᮃ者は、農業に対する⮬ศなりのᛮい

をᣢたれていますが、生活の⣊を得るとい࠺

農業経営の⪃え方との㞳や、ᑵ農関連ไ度

を用する上でのไ⣙に┤面しています。ま

た、一定の◊ಟを経た後にᑵ農したものの、

◊ಟ時に経㦂したつᶍより大きいため、ᢏ⾡

ⓗに࠺まくいかないࢫ࣮ࢣがከくぢられます。そこで、新つᑵ農者を対㇟に、⮬らの経営

理ᛕを᫂☜化し、その理ᛕのもと㈐௵をᣢってᑵ農活動が⾜えるよ࠺にするとともに、᪩

ᮇに経営がᏳ定することを目ⓗとして、ᑵ農┦ㄯ活動を⾜いました。

࠙ᬑཬάືࡢෆᐜࠚ 

㸦㸯㸧ಶู面ㄯ

ᑵ農にあたり、ᚲせなᅵ地、ᙜ面の生活㈝、ປാ力、ᢏ⾡⩦得について、ᑵ農ᕼᮃ者の

ᛮいと⌧≧との㞳を認㆑していただくため、ึᅇのᑵ農┦ㄯから、ᑵ農ண定の関係ᕷ・

㹈㸿と連携をᐦに対ᛂしました。また、ᑵ農ᕼᮃ者⮬らが地ඖの信頼を得てᑵ農地を᥈し、

◊ಟ中の生活㈨㔠を用ពし、㐺した◊ಟඛを㑅定できるよ࠺にሗᥦ౪を⾜いました。さ

らに、ᑵ農ィ⏬の作成では、支援ไ度のᏳ᫆な用につながらないよ࠺、生産㔞や売り上

げ目ᶆなをᑵ農ᕼᮃ者⮬らが経営の実ែⓗᩘᏐをㄪた上で、支援ไ度の活用を᳨ウし

ていただいています。 

㸦㸰㸧ᑵ農後のᢏ⾡・経営支援

ᑵ農後㸯年間は、新つᑵ農者が、⮬らが作成したᑵ農ィ⏬の目ᶆを㐩成できるよ࠺、定

ᮇⓗなゼၥを⧞り㏉してᢏ⾡・経営ⓗなၥ㢟を指し、改ၿ指導を⾜いました。 

࠙ᬑཬάືࡢᡂᯝࠚ 

 ᑵ農┦ㄯの時点から農業経営のព味を᫂☜に理解し、⮬らの㈐௵でᑵ農に向けた‽ഛを

ල体化してもら࠺ことで、ᑵ農㸻経営者として⊂❧するとい࠺ព㆑が㔊成されました。ま

た、ᑵ農後も⮬㌟の栽培や経営をᐈほⓗにᤊえて、その改ၿに向け、⮬ศで⪃えて⾜動を

㉳こせるな、若手農ᐙの成長につながっています。 

ពぢࡢ⪅㇟ᑐ۔

ᑵ農までከくの課㢟を⮬ศで解Ỵしないといけないことがศかった。ᑵ農後の⮬信

につなげたい㸦┦ㄯ者㸧。 
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Ϩ 担い手㸦農業者㸧育成に関する支援 㹼人࡙くり㹼 

㞟ⴠႠ㎰ᆺἲேࡢḟୡ௦⥅ᢎࢆᅗࡓࡿめに 

⏥㈡㎰ᴗᬑཬᣦᑟ࣮ࢱࣥࢭ

࠙ᬑཬάື࣭࠸ࡽࡡࡢᑐ㇟ࠚ 

 平成 30 年 3 月ᮎ時点で、⏥賀地域には集落営農ᆺ法人が 39 組織タ❧されていますが、

組織のḟୡ代⥅ᢎをᏳどする組織が増えてきています。 

そのため、⏥賀地域集落営農法人連⤡協㆟�௨ୗ、協㆟�を対㇟に、ḟୡ代⥅ᢎをᅗ

るための手法の事を◊✲し、集落内の合ពをᅗる「地域デ᩿」の取組をࣔࣝࢹ法人で⾜

いました。 

࠙ᬑཬάືࡢෆᐜࠚ 

 協㆟でḟୡ代⥅ᢎの課㢟解Ỵを◊✲する中、ḟୡ代の組織へのཧ⏬ព㆑がపいཎᅉと

して、「農に関わらさない、活㌍できるሙをタけない、ሗをえない。」といった、ぶୡ

代や村全体の㢼₻が関係し、農に対する↓関心が強まっているのではないか、とい࠺結ㄽ

に⾜きᙜたりました。 

 そこで、「集落のḟୡ代がఫみ続けたい農村のጼ」をヰし合࠺、ࣔ  。地域をタけましたࣝࢹ

࠙ᬑཬάືࡢᡂᯝࠚ 

 「地域デ᩿」は、࣮࣡クࣉࢵࣙࢩの手法

の一つで、㏻ᖖはᩘ日間かける࣮࣡クࣙࢩ

 。を㸯日でさせることが≉ᚩですࣉࢵ

普及指導ࢭンタ࣮は、あらかࡌめ集落の

ᙺဨとᡴ合せを⾜い、ᙜ日は࣮ࢸࣜࢩࣇ

タ࣮として進⾜とពぢの集⣙するᙺをົ

めました。

その結果、村の⾜事をぢ┤し、ୡ代を㉸

えた⾜事やఏ⤫のあるお⚍りに集⣙する、

「集落のാき方改㠉」を進め、ఫẸがఫみ

続けたい「ࡴらのጼ」をまとめることができました。 

これらをཷけ、集落営農ᆺ法人も集落⾜事にཧ⏬し、ḟୡ代に農の魅力をఏ㐩したり、

活㌍できるሙのᥦ౪ができないか、᳨ウがጞまっています。 

ពぢࡢ⪅㇟ᑐ۔

課㢟となっていた集落⾜事の改㠉が動き出すきっかけとなった。おもしろい取組

だとᛮ࠺㸦農事組合法人㹓理事㸧。 

┿ ࢇࡏ㆟࡛㞟ⴠࡁࡿ࠶ࡢጼࢆᥥࡃ
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Ϩ 担い手㸦農業者㸧育成に関する支援 㹼人࡙くり㹼 

┿ 㣫ᩱ⏝⡿ࡢ✭సᴗ

㣫ᩱ⏝⡿ࡢ┈ྥୖࡓࡢめࡢ᱂ᇵయ⣔ࡢ☜❧ 

⏥㈡㎰ᴗᬑཬᣦᑟ࣮ࢱࣥࢭ

࠙ᬑཬάື࣭࠸ࡽࡡࡢᑐ㇟ࠚ 

⏥賀地域では「生産目ᶆ」にᇶ࡙いた「食用米」を栽培した上で、生産ㄪᩚの力と

して㯏・大㇋栽培を推進していますが、中ᒣ間地域の‵⏣ሙでは㯏・大㇋のがపく、

┈ᛶがຎるなの理⏤から年々栽培面積がῶᑡしています。一方で、水⏣の活用として

「㣫ᩱ用米」の栽培が増加しています。 

「㣫ᩱ用米」の取組は、一ᣓ⟶理方ᘧと༊ศ⟶理方ᘧがありますが、≉に༊ศ⟶理方ᘧ

での取組が⣙ 27ha あるものの、地域のᶆ‽ⓗな㔞を‶たせていない≧ἣです。そこで、

普及指導ࢭンタ࣮では、㣫ᩱ用米生産者㸦一ᣓ⟶理方ᘧ取組㸧を対㇟に㔞向上に向けた

支援を⾜いました。 

࠙ᬑཬάືࡢෆᐜࠚ 

 平成 30 年産から、これまでの品種とẚ㔞

ᛶが㧗いと認められたከᑓ用品種である「ྫྷ

お࠺み」が新たに導ධされました。そこで、-$

こ࠺かとの連携により栽培๓の◊ಟを開ദし、

「ྫྷお࠺み」の栽培≉ᛶや、⛣᳜時ᮇの᪩ᮇ化、

栽᳜ᐦ度の向上についてຓゝしました。 

本年は、ࣔࣝࢹ生産者をタけ、生育ㄪᰝを

タ⨨し、生育ㄪᰝ結果をもとに施⫧や㞧ⲡ対⟇

な㔞向上に向け支援するとともにಶ々の生

産者には、育ⱑ、⛣᳜作業、施⫧㸦✑⫧・実⫧㸧およࡧส取時ᮇに関してᕠᅇ指導およࡧ

広ሗ⣬の㓄ᕸを㏻ࡌて支援しました。 

࠙ᬑཬάືࡢᡂᯝࠚ 

 ྛ生産者では、ᴫࡡ 5 月ᮎまでに⏣᳜作業が実施され、栽᳜ᐦ度もᆤᙜたり 50 ᰴ௨上で

⛣᳜されるな、㔞の向上に向けた栽培が実㊶されました。 

しかしながら、ኟᮇの␗ᖖ㧗 や度重なるྎ㢼およࡧⓏ⇍ᮇの日↷㊊のᙳ㡪なによ

り、㣫ᩱ用米においてもῶഴ向でした。 

⏥賀地域にከい中ᒣ間地域では、≉に᮲௳の農地においてⲨᗫする水⏣が増加する

ഴ向であり、そのᢚไをはかる取組としても「㣫ᩱ用米」の活用を後も推進します。 

ពぢࡢ⪅㇟ᑐ۔

度重なるྎ㢼をᣍいてもಽఅしなかった。ḟ年度はさらに増をはかりたい

㸦⏥賀ᕷ水ཱྀ⏫ , 法人理事㸧。
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Ϩ 担い手㸦農業者㸧育成に関する支援 㹼人࡙くり㹼 

ᅬⱁရ┠ࡢ㔞ྥୖにࡿࡼ 

㞟ⴠႠ㎰ἲேࡢ⤒Ⴀᨵၿ 

  ᮾ㏆Ụ㎰ᴗᬑཬᣦᑟ࣮ࢱࣥࢭ 

࠙ᬑཬάື࣭࠸ࡽࡡࡢᑐ㇟ࠚ 

ᙜ普及指導ࢭンタ࣮では、集落営農法人への園芸作物の導ධを推進しており、取組法人

ᩘも増加しています。 

農事組合法人ᕝ୪きࡠがさ࣒࣮ࣇは、平成 21 年㸯月のタ❧ᙜึから、┈向上をᅗる

ため野菜栽培に取り組まれていますが、㔞がపく、┈向上には⮳っていませんでした。 

そこで、野菜部㛛の┈向上を目ⓗとして、経営ᢏ⾡支援を⾜いました。 

࠙ᬑཬάືࡢෆᐜࠚ 

㸦㸯㸧チࢵ࢙クࣜࢺࢫの作成

栽培ごよみにᇶ࡙く作業手㡰᭩の作成と

ィ⏬ⓗな実㊶を支援しました。≉に、課㢟

であった࣎࢝チャの✭ᮇの作業者☜ಖや

␏❧て作業が㐺ṇに⾜えるよ࠺チࢵ࢙クࣜ

。㸯�の作成用をᥦしました⾲�ࢺࢫ

㸦㸰㸧野菜の栽培ᢏ⾡改ၿ支援

ྛ品目の栽培࣏インࢺを重点ⓗに⣽やかな⌧地支援�⾲㸰�を⾜いました。

㸦３㸧新たな水対⟇の実施

水対⟇が༑ศなタマネギ

⁀ሙについては、ᙎᬯῺ㸩

ᱝをタ⨨し、そこから࣏ンࣉ

して水をᢤく方法を⪃しࣉࢵ

ました。 

࠙ᬑཬάືࡢᡂᯝࠚ 

タマネギは、ྎ㢼のᙳ㡪もあり良いⱑができず┈増加に⮳りませんでしたが、࣎࢝チ

ャとキャベツでは┈が増加し、園芸品目で 37 円の増┈が実⌧しました。また、㯮ࢲ࢚

マ࣓の┈はᑡなかったものの、㧗┈作物としてᮇᚅできる手ごたえをつかまれ、ḟ年

度も栽培されるண定です。

ពぢࡢ⪅㇟ᑐ۔

タマネギについてはⱑの良、࣎࢝チャについては㧗 等のᙳ㡪、㯮ࢲ࢚マ࣓につ

いては㯏㊧の作付かつ、᪩生水✄✭までに✭を終えたいな、こࡕらのせᮃにᛂ

 ࠋ法人ᙺဨ㸧�て対ᛂいただけたのはありがたかったですࡌ

⾲1� ᥦࢺࢫࣜࢡࢵ࢙ࢳࡓࡋ

生産工程 No.

1

2

※

3 畝間に降雨後１日以上滞水しない。

ほ場選び

基本事項

下記に注意し、排水の良いほ場を選ぶ

タマネギ栽培暦を読み、生産工程の管理項目を
把握し、作業スケジュールを作成する。

タマネギ栽培暦から、主要な作業スケジュールを
作成する。

管理・確認項目

タマネギ
自ら判断し、適期防除が実施できるよう発生病害虫の特徴と防除薬剤の説明。
作業省力化をねらい、収穫機とピッカーの利用ができるよう関係機関と調整。

カボチャ
着果率改善のために人工交配を実施。
水稲作業とカボチャ収穫作業の競合を回避するため、作業体系の見直しを提案。

黒エダマメ
収益が少なかった小豆の代替作物として黒エダマメの栽培を提案。
省力化のため脱莢機が利用できるよう関係機関と調整。

キャベツ
畝立までの耕うん作業について詳しく説明。
土壌水分を把握した上で作業を実施することが必要であることへの理解促進。

⾲2 άືࡢ⤒㐣 
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Ϩ 担い手㸦農業者㸧育成に関する支援 㹼人࡙くり㹼 

Ỉ✄㔝⳯ࡓࡋྜ「ࢆἲே⤒Ⴀࡢ 

⏕⏘ᢏ⾡ປົ⟶⌮ࡢᨵၿにྥࡓࡅᨭ 

ᮾ㏆Ụ㎰ᴗᬑཬᣦᑟ࣮ࢱࣥࢭ 

࠙ᬑཬάື࣭࠸ࡽࡡࡢᑐ㇟ࠚ 

近江ඵᖭẶの�᭷�㹌農ሙは、᭷機米と≉ู栽培米を中心に米の生産販売をする法人です。

また、⛅ᮇのປ力を活用し野菜生産も積ᴟⓗに⾜われています。᭷機米生産には、㞧ⲡ

対⟇として⣬マࣝチを用しておられますが、㞧ⲡの⦾ⱱによりῶをᣍいています。経

営のᇶᖿである᭷機米のᏳ定生産が大きな課㢟でした。一方、園芸部㛛では作業の㐜れか

ら生産がᏳ定となり、✭が㐺ᮇにできないことからῶをᣍいていました。同法人に

は、ᢏ⾡ⓗな支援とేせて、法人のປ力をຠ率ⓗに活用できるよ࠺、ປົ⟶理の取り組み

がᚲせでした。 

࠙ᬑཬάືࡢෆᐜࠚ 

ձ 作業の進ᤖ⟶理、年間ປാのᢕᥱをするため、ປാグ

ᖒをᥦしました。

ղ 経営のᇶᖿである᭷機米のᏳ定生産と経㈝๐ῶをᅗ

るため、用ᆺ㝖ⲡ機㸩米⣇ᩓᕸの実ドを⾜いました。 
ճ キャベツやブ࣮ࣟࣜࢥࢵの㐺ᮇ作業をすすめるため、

品種㑅定とは種ィ⏬の⟇定や㐺ᮇ作業に向けたຓゝ

を⾜いました。

մ 㸴月のవປ力を活用したタマネギのヨ㦂導ධをᥦ

しました。

࠙ᬑཬάືࡢᡂᯝࠚ 

ձ ᑓ用ࢺࣇࢯを活用し、ປാグᖒをጞめられました。ึ めての取り組みで༑ศな結果は得

られませんでしたが、グᖒの⥅続にពḧをᣢたれています。

ղ 用ᆺ㝖ⲡ機㸩米⣇ᩓᕸのᢚⲡᢏ⾡によって、ึ ᮇ発生㞧ⲡに㧗い㝖ⲡຠ果が得られま

した。しかし、生育中ᮇ௨㝆にὸ水で⟶理したため㐜発㞧ⲡがከ発しῶしました。対

㇟は、出✑ᮇ頃までの῝水⟶理で㐜発㞧ⲡをᢚえるᚲせがあることを認㆑されました。 

ճ ⛅野菜の✭作業のศᩓがᅗれましたが、目ᶆ㔞には㐩することができませんでし

た。作付ィ⏬のぢ┤しや、栽᳜ᐦ度を㧗めることで目ᶆ㐩成を目指します。また、新た

な品目として 10a のタマネギをヨ作され、後経営への㐺合ᛶをホ౯していきます。

ពぢࡢ⪅㇟ᑐ۔

経営全体のປົ⟶理をするため、ປാグᖒを☜実に実施していきたいと⪃えてい

ます。水✄や野菜の㔞Ᏻ定は経営上重せなので、⥅続して改ၿしていきたいとᛮ

います�代⾲取⥾ᙺ㸧。 

┿ グᖒにྥ᳨ࡓࡅウ
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Ϩ 担い手㸦農業者㸧育成に関する支援 㹼人࡙くり㹼 

 

┿ 㛵ಀᶵ㛵ඹに㞟ⴠႠ㎰⤌⧊ࡾྲྀࡁ⪺ࡢ 

㛗ᕷす㯮⏣ᆅ༊ࡢᢸ࠸ᡭ☜ಖࡓࡢめࡢᨭ 

†㎰ᴗᬑཬᣦᑟ࣮ࢱࣥࢭ 

࠙ᬑཬάື࣭࠸ࡽࡡࡢᑐ㇟ࠚ 

 す㯮⏣地༊は㺂長ᕷᮾ部のᒣ⬮部に❧地する8集落でᵓ成され、に2つの大つᶍ法人経営

体と 4 つの集落営農組織、ᩘྡのಶู経営体により⪔作されています。8 集落のࡕ࠺ 4 集落に

は中心ⓗな経営体がᏑᅾせず、担い手の☜ಖや農地⥔ᣢ等についてヰ合いが進んでいませんで

した。そこで、関係機関が連携して地༊全体の課㢟としてໟᣓⓗに支援し、ྛ集落や地༊全体

でのヰ合いをㄏ導しました。 

࠙ᬑཬάືࡢෆᐜࠚ 

 関係機関と連携し㺂ྛ集落の担い手や農業組合長に対

し௨ୗのよ࠺な支援を⾜いました。 

㸦㸯㸧「す㯮⏣地༊の農業を⪃える」の開ദ�7月24日� 

ྛ集落でのヰ合いをಁすため、す㯮⏣地༊の⌧≧と

課㢟についてពぢを⾜いました。 

㸦㸰㸧担い手のព向ㄪᰝ、法人化支援�8㹼11月� 

ྛ担い手のព向ᢕᥱのため、法人をྵࡴಶู

経営体�認定農業者�にはンࢺ࣮ࢣㄪᰝを㺂ྛ集落営農組織には⪺き取りを⾜いました。さら

に㺂法人化ព向のある集落営農2組織には農業経営ドࣂイ࣮ࢨไ度を活用した支援を⾜い、

法人化へㄏ導しました。 

㸦３㸧集落でのヰ合いのㄏ導�10㹼12月� 

ラン㺁⣲としてまとめ、集落内に㞳農ࣉき取り結果を㺀人・農地⪺ࡧㄪᰝおよࢺ࣮ࢣン

者がいるሙ合、その農地のཷけ手について集落でのヰ合いをಁしました。 

㸦㸲㸧す㯮⏣地༊「人・農地ࣉラン」全体᳨ウ㆟の開ദ�1月 10日� 

これまでの経㐣とす㯮⏣地༊全体の「人㺃農地ࣉラン」の内ᐜㄝ᫂、「人・農地ࣉラン」を

活かした事⤂を⾜い、後の地༊全体としてのヰ合いの⥅続についてࡧかけました。 

࠙ᬑཬάືࡢᡂᯝࠚ 

 関係機関が連携して支援を⾜ったことにより、す㯮⏣地༊全体の8集落で「人・農地ࣉラン」

が⟇定されるぢ㎸みとなりました。また、集落内に担い手がいる集落では、集落営農の法人化

支援、㞳農者が出た㝿のヰ合いのಁ進ができ、集落内に中心ⓗな担い手がいない集落では、集

落እ担い手により農地を⥔ᣢ⟶理されていることを改めてព㆑してもら࠺ことができました。 

 後もす㯮⏣地༊で⥅続ⓗに担い手の☜ಖのためのヰ合いが⾜われるよ࠺支援を⾜っていき

ます。 

 

 
  ពぢࡢ⪅㇟ᑐ۔

これまで㞳農者が生ࡌたሙ合な、皆でヰし合࠺ことはなかったが、ᅇの支援でヰし

合࠺きっかけ࡙くりができて良かった㸦す㯮⏣地༊㹆⏫農業者㸧。 
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Ϩ 担い手㸦農業者㸧育成に関する支援 㹼人࡙くり㹼 

┿ ⾜ືィ⏬ࡢసᡂࡿࡍࢺ࣮࣏ࢧࢆᬑཬᣦᑟဨ

㞟ⴠႠ㎰⤌⧊ࡢḟୡ௦ேᮦࡢ☜ಖ࣭⫱ᡂ 

†㎰ᴗᬑཬᣦᑟ࣮ࢱࣥࢭ 

࠙ᬑཬάື࣭࠸ࡽࡡࡢᑐ㇟ࠚ 

†地域には、集落営農法人な農村をᇶ┙とする集落営農組織が 100 వりᏑᅾし、水

⏣農業の重せな担い手として地域農業・農村の⥔ᣢ・発展に大きなᙺを果たしています。 

しかし一方で、組合ဨのୡ代代が進ࡴにᚑって、農業への関心や営農へのཧ加ព㆑が

ᕼⷧとなり、ᙺဨや࣮ࣞ࣌࢜タ࣮のᅛ定化、㧗㱋化が㢧ᅾ化しています。 

集落営農組織がᣢ続ⓗに地域農業を担っていくには、ḟ代を担࠺人ᮦをᏳ定ⓗに☜ಖ・

育成して組織を⥅続していくことが重せであり、ᙜ普及指導ࢭンタ࣮では人ᮦ☜ಖにᏳ

をᢪえる集落営農組織の࣮࣮ࣜࢲやᙺဨを対㇟に、人ᮦ☜ಖのための取り組みのල体化と

その実㊶をಁしました。 

࠙ᬑཬάືࡢෆᐜࠚ 

 †地域農業ࢭンタ࣮と連携し、集落営農に

ヲしい大Ꮫᩍᤵをㅮᖌにᣍいた３ᅇの連続ㅮᗙ

を開ദしました。 

集落組織ごとの࣮࣡クࣉࢵࣙࢩでは、普及指

導ဨが࣮ࢸࣜࢩࣇタ࣮としてヰ合いに加わり、

⌧≧のᢕᥱや課㢟のᩚ理等に対してຓゝを⾜

 。ことで円に進めることができました࠺

さらに、人ᮦのὙい出しや課㢟ᩚ理のための㈨ᩱᩚ理やᙺဨ間でのヰ合いをಁすため、

普及指導ဨがྛ集落組織に出向いてຓゝやࢹ࣮ࢥネ࣮ࢺを⾜࠺な、ཧ加組織への࢛ࣇ

。をきめ⣽かく⾜いましたࣉࢵ࣮ࣟ

࠙ᬑཬάືࡢᡂᯝࠚ 

その結果、ㅮᗙ最終ᅇには人ᮦ

の☜ಖ・育成に関する⾜動ィ⏬を

グ㍕した「人ᮦ☜ಖ・育成ࣉラン」

が㸴組織で作成されました㸦⾲ 

ཧ↷㸧。 

後は、作成されたࣉランの内

ᐜをよりල体化し、実㊶⾜動に⛣されるよ࠺、引き続き支援していきます。 

 ᴫせࡢ㸦⾜ືィ⏬㸧ࣥࣛࣉேᮦ⫱ᡂ࣭☜ಖࡢ⧊⤌ྛ ⾲

㎰事⤌合ἲ人䠝㻌 㞠用人ᮦのための㎰作業の࿘ᖺ確ಖ㻌

㻌 㻌 㻌 䚺㻌 㻌 㻌 㻌 䠞㻌 እ㒊人ᮦ確ಖのための⎔ቃ整ഛ㻌

㻌 㻌 㻌 䚺㻌 㻌 㻌 㻌 䠟㻌 㞟ⴠෆのⱝᡭの㎰作業ཧ⏬促進とᢏ⾡⩦ᚓ㻌

㞟ⴠႠ㎰⤌⧊䠠㻌 㔝⳯栽培ᑟධとዪᛶのཧ⏬促進㻌

㻌 㻌 㻌 䚺㻌 㻌 㻌 㻌 䠡㻌 ⤌合ဨへの㎰作業ཧຍへのാきか䛡㻌

㻌 㻌 㻌 䚺㻌 㻌 㻌 㻌 䠢㻌 㞟ⴠෆでの䜸䝨䝺ーター、ⲡส䜚作業人ဨのເ㞟㻌

ពぢࡢ⪅㇟ᑐ۔

普及指導ဨの方とのពぢやಶู┦ㄯを㏻して、人ᮦ☜ಖと育成への⪃え方の

ᩚ理ができた。ࣉランにἢって実⌧したい㸦㹀法人代⾲理事㸧。 
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Ϩ 担い手㸦農業者㸧育成に関する支援 㹼人࡙くり㹼 

┿��ୖ⏣୰ሙᩚഛᐇ⾜ጤဨ᳨࡛ࡢウ 

㞟ⴠࡢヰྜࢆ࠸㏻じࡓே࣭㎰ᆅࡢࣥࣛࣉసᡂ

 ᵓ⠏ࡢႠ㎰యไࡃにᇶ࡙ࣥࣛࣉ

㧗ᓥ㎰ᴗᬑཬᣦᑟ࣮ࢱࣥࢭ 

࠙ᬑཬάື࣭࠸ࡽࡡࡢᑐ㇟ࠚ 

 㧗ᓥ地域では集落営農組織がᑡなく、中小つᶍのಶู農業

者の⪔作が中心で、農地の担い手集積率は 44%と県平ᆒ㸦5�%㸧

をୗᅇっています。 

後の水⏣農業を支えていくためには、集落営農組織のタ

❧と集落営農組織をྵࡴ担い手への農地集積がᚲせです。 

そこで、ᕷ内 1�9 農業組合を対㇟に、ࠗ 人・農地ࣉラン࠘の

⟇定と集落営農組織のタ❧な実㊶活動の支援を普及指導ࢭ

ンタ࣮が⾜いました。

࠙ᬑཬάືࡢෆᐜࠚ 

人・農地ࣉランの⟇定については、ᕷ、農地中間⟶理機ᵓ、農業ጤဨと連携し、作成

をᕼᮃする集落でのヰ合いの実施とࣉラン作成支援を⾜いました。 

集落営農組織のタ❧に向けては 3 ᅇの࣮ࢼ࣑ࢭを

実施し、ㅮ₇、ඛ進地◊ಟおよ࣮࣡ࡧクࣉࢵࣙࢩ

を実施しました。 

中間⟶理事業関連農地ᩚഛ事業をᕼᮃしている

Ᏻᕝ⏫上⏣中地༊では事業᥇ᢥにᚲせな営農ィ

⏬作成のため、⌧ᅾの⪔作者の≧ἣᢕᥱと農地ᩚ

ഛ後の農地用ィ⏬の作成支援を⾜いました。ま

た、Ᏻᕝ⏫本ᗉ地༊では担い手間のሙに

よる農地の集⣙㸦連担化㸧に向けた支援を⾜いま

した。 

࠙ᬑཬάືࡢᡂᯝࠚ 

集落でのヰ合いにᇶ࡙き、13 集落で人・農地ࣉランが作成されました。さらに、集落営

農組織のタ❧をࣉランに┒り㎸ࡴ集落が⌧れました。 

Ᏻᕝ⏫上⏣中地༊では、平成 31 年 7 月までに営農ィ⏬を作成する方向で実⾜ጤဨで

᳨ウが進められています。Ᏻᕝ⏫本ᗉ地༊では 4 ྡの認定農業者間でሙの合ពが

され、平成 32 年の⪔作からሙの集⣙によりຠ率ⓗな営農ができるぢ㎸みとなりました。 

ពぢࡢ⪅㇟ᑐ۔

農地ᩚഛ事業に向けてさらに支援をよろしくお願いします㸦上⏣中ሙᩚഛ実⾜

ጤဨ営農部長㸧。 

ᅗ ┴ෆࡢ㎰ᆅ㞟✚≧ἣ 
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Ϩ 担い手㸦農業者㸧育成に関する支援 㹼人࡙くり㹼 

イチࢦの
栽培経㦂

栽培面積
㸦੍㸧

定᳜ⱑ
の☜ಖ

ࢽࢲࣁ
のᢚไ

12月
㔞

ᑵ農ィ⏬の
㐩成≧ἣ

㸯年 375੍ ۑ ڹ �
㸯年 240੍ ۑ ۑ � �
↓ 525੍ ۑ ۑ � �
↓ 300੍ ڹ ڹ � ۑ

は�0㹼89㸣、�は59㸣௨ୗڹ、は90㹼100㸣ۑ

᪂つࢦࢳ᱂ᇵ⪅ࡢᢏ⾡⩦ᚓᨭ 

㧗ᓥ㎰ᴗᬑཬᣦᑟ࣮ࢱࣥࢭ 

࠙ᬑཬάື࣭࠸ࡽࡡࡢᑐ㇟ࠚ 

 㧗ᓥ地域では、平成 29 年度からイチࢦ栽培に取り組んだ

生産者が㸰ྡいますが、✭開ጞの㐜れ等により、㔞向

上に⮳っていませんでした。 

一方、平成 30 年度から農大ᑵ農⛉をಟした㸰ྡが新た

にイチࢦ栽培に取り組ࡴことになりました。

そこで、これら㸲ྡを対㇟に、㸯年間の栽培の┬にᇶ

࡙く改ၿ支援と新つのᢏ⾡⩦得支援を⾜いました。 

࠙ᬑཬάືࡢෆᐜࠚ 

ᢏ⾡の⩦得、௰間࡙くりを目ⓗに、ᢏ⾡の࣏イ

ンࢺとなる時ᮇに合わせて集合◊ಟを年間㸳ᅇ

開ദしました。

また、それぞれの生育≧ἣや課㢟にᛂࡌた栽培

指導を⾜࠺ため、㸯㐌間に㸯ᅇ⛬度の⌧地ᕠᅇを

合わせて実施しました。 

≉にྎ㢼 21 ྕ๓後には、事๓のྎ㢼対⟇や 

⿕ᐖ後の対ᛂを重点ⓗに⾜ってきました。 

࠙ᬑཬάືࡢᡂᯝࠚ 

対㇟者㸲ྡのそれぞれの結果は௨ୗのとおりです。 

 

㸰ྡが大きなྎ㢼⿕ᐖにあいましたが、ఱとか栽培を⥅続することができました。 

また、集合◊ಟでのὶにより対㇟者同ኈのⱑの⼥㏻や作業のຓけ合いもできました。 

後は⥲㔞の目ᶆ㐩成に向けてイチࢦの樹ໃ⥔ᣢ⟶理指導を⾜࠺とともに、ḟ作は 12

月から✭できるよ࠺育ⱑ⟶理から改ၿしていきます。 

ពぢࡢ⪅㇟ᑐ۔

ྎ㢼のᙳ㡪でࢫ࢘ࣁが一部ಽቯした時は後࠺してよいかわかりませんでした

が、⿕ᐖ後に࠺まく┦ㄯにってもらえたので、๓向きに取り組ࡴことができまし

た㸦新つᑵ農者㸧。 

┿ � 㞟ྜ◊ಟ࡛ࡢ⌧ᆅ◊ಟ 

┿ � ྎ㢼にࡾࡼ᪂タࡢࢫ࢘ࣁ ���  ಽቯࡀ

┿ � ✭ࡢᵝᏊ 
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ϩ 産地の育成・強化に関する支援 㹼産地࡙くり㹼 

 ᣑࡢ✚㠃⏘⏕ရ㉁ྥୖࡢࣔࣔ

ὠ࣭༡㒊㎰ᴗᬑཬᣦᑟ࣮ࢱࣥࢭ  

࠙ᬑཬάືࠚ࠸ࡽࡡࡢ 

 ᰩᮾもも生産組合㸦平成 11 年タ❧㸧は、取り㐜れによるၟ品化率のపୗや㧗樹㱋化、

ᐖの発生により生産㔞が⃭ῶし、平成 27 年度には生産者㸲ᡞ、栽培面積 3�a で、10a あ

たりの出Ⲵ㔞は 355NJ とప㏞し、産地の⥔ᣢがᅔ㞴な≧ἣでした。 

こ࠺したことから、ࣔࣔの㐺ᮇ㜵㝖と㐺ᮇ✭によるᏳ定出Ⲵおよࡧ改᳜や新つ栽培者

の取り組みによる栽培面積の拡大をᅗりました。 

࠙ᬑཬάືࡢෆᐜࠚ 

㸦㸯㸧㐺ᮇ㜵㝖と㐺ᮇ✭の実㊶ 

 ᪤Ꮡ生産者に対して、◊ಟとಶูᕠᅇにより、

ᬺにᇶ࡙く㜵㝖のᚭᗏと生育に合わせた⟶理、㐺

ᮇ✭の☜実な実㊶が⾜えるよ࠺支援しました。

年度については≉に果樹ࢩ࣒࣓࢝㢮が大発生し

たことから、ὀពႏ㉳を⾜いました。 

㸦㸰㸧栽培面積の拡大と新᳜樹の⟶理 

平成 28 年に、新つで᳜栽を推進する３品種をỴ

定し、県༢事業を用して新ᢏ⾡を導ධし、新᳜

を進めました。新つ᳜栽をㄏ導する◊ಟを開ദ

するとともに、新᳜者に対してึᮇ生育が☜ಖされるよ࠺にྛ生産者の樹の≧ἣに合わせ

たಶูᕠᅇ指導を⾜いました。 

࠙ᬑཬάືࡢᡂᯝࠚ 

᪤Ꮡ生産者㸲ᡞの内の㸰ᡞについて

は、ᐖの発生や取り㐜れ等はぢら

れず、品㉁も良ዲで┤売ᡤからの㧗ホ

౯を得ることができ、平成 30 年度の出

Ⲵ㔞は๓年ẚ３ಸ௨上となりました。

また、３か年に及ࡪᢏ⾡支援により、ᇶ本ⓗなᢏ⾡を⩦得されたと⪃えています。 

面積拡大については、３か年で 50a の新᳜㸦改᳜ྵࡴ㸧が進み、新たな生産者も㸶ᡞ増

加しました。新᳜された園地については、ᴫࡡ良ዲのึᮇ生育となっています。後、こ

れらの新᳜園地で☜実な✭が得られるよ࠺成園化に向けた指導を⥅続し、産地全体の出

Ⲵ㔞の増大をᅗっていきます。  

 
 ពぢࡢ⪅㇟ᑐ۔

ᅇ、新たな生産者が生まれ、産地に活Ẽがᡠりつつある。新つ栽培者が☜実に

✭を迎えられるよ࠺、⥅続して指導いただきたい㸦生産組合長㸧。 

┿ ⌧ᆅ◊ಟ 

㻴2㻣 㻴2㻤 㻴2㻥 㻴3㻜

᪂᳜ᘏ䜉㠃✚
㻔改᳜ྵ䜐㻕

㻜㼍 2㻠㼍 3㻡㼍 㻡㻜㼍

⤌合ဨᩘ 䠐ᡞ 䠔ᡞ 1㻜ᡞ 12ᡞ
㻔見㎸み㻕

⾲ ᪂᳜ᘏ㠃✚⤌ྜဨᩘࡢ᥎⛣ 
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ϩ 産地の育成・強化に関する支援 㹼産地࡙くり㹼 

㇋㊧ࡢࠖࡳࡀࡎࡳࠕ㔞ྥୖࢆ┠ᣦࡍ 

ᮾ㏆Ụ㎰ᴗᬑཬᣦᑟ࣮ࢱࣥࢭ 

࠙ᬑཬάື࣭࠸ࡽࡡࡢᑐ㇟ࠚ 

 経営ᡤ得Ᏻ定対⟇のぢ┤しで米の┤᥋支ᡶ付㔠が

ᗫṆされ、経営体の┈☜ಖをᅗるには、米の増が

より重せとなってきました。 

大㇋㊧にはಽఅしにくく㧗㔞の「キࣜ࢝ࣄࢾ」が

ከく作付されており、実㟂者からのせᮃがከい「みず

かがみ」に㌿するには 540NJ�10a ⛬度の㔞☜ಖが

ᚲせです。 

県の栽培指針では、大㇋㊧は水✄㊧の༙㔞௨ୗの

施⫧となっています。対㇟法人では、施⫧㔞がタ定್おり施用できているか☜認できて

いませんでした。そこで、年度はタ定施⫧㔞の☜実な施用と大㇋㊧栽培用に⫧ᩱ成ศの

⁐出ࣃタ࣮ンをኚえた新つ⫧ᩱを用いて㔞向上を目指しました。 

࠙ᬑཬάືࡢෆᐜࠚ 

 水✄の生育ᮇ๓༙に❅⣲成ศがよりከく⁐出するよ࠺に改良された全㔞ᇶ⫧一発ᆺの⫧

ᩱを用い、⌧地で実ドを⾜いました。⏣᳜機の施⫧ࢲイࣖࣝをㄪ節した࠺えで⏣᳜終後

に施用㔞を☜認し、㊊ศを␏␁から動ᄇᩓᕸすることで、つ定㔞のṇ☜な施用をᥦし

ました�┿�。栽培ᮇ間中は、⌧地ㄪᰝにより生育やⴥⰍをᩘ್化し㐺ษな栽培⟶理を支

援しました。 

࠙ᬑཬάືࡢᡂᯝࠚ 

水✄㊧施⫧㔞の༙㔞で大㇋㊧「みずかがみ」を栽培し

た結果、タ定おりの施⫧を⾜ったにもかかわらず、水

✄㊧とẚていずれも目ᶆの 540NJ�10a には⮳りません

でした�⾲�。୧営農法人において、大㇋㊧であっても༙

㔞では施⫧㔞㊊であることが♧၀されました。そこで、ᙜ課のሗㄅࠗ㗟と㘵࠘や⟶内

-$ の栽培指針、農ㄯ㈨ᩱ、担い手◊ಟでこの結果をఏえ、地力がపい地ᖏの大㇋㊧栽

培では水✄㊧栽培ᇶ‽㔞の㸵にぢ┤すことを周▱しました。 

目ᶆ㔞を☜ಖするため、品種≉ᛶにᛂࡌた栽培⟶理が実㊶されるよ࠺後もᢏ⾡支援

に取り組みます。 

࠙ᬑཬάື࣭࠸ࡽࡡࡢᑐ㇟ࠚ 

本ᩥ㸦06 ᫂ᮅ・12S㸧・・・・・・・ 

 ពぢࡢ⪅㇟ᑐ۔

ཤ年より㔞は増えましたが、目ᶆ㔞の 540NJ�10a 㐩成にはも࠺ᑡし施⫧がᚲせ

であることがわかりました。ḟ年度のཧ⪃にしたいとᛮいます㸦法人代⾲㸧。 

⾲ ᆤสࡾ㔞ㄪᰝ⤖ᯝ 

豆㊧ 水稲㊧
す生᮶Ⴀ㎰⤌合 㻡㻜㻠 㻡㻣㻜
ඵဉの᳃ 㻡㻜2 㻠㻜㻤

䠄㼗㼓㻛1㻜㼍䠅

┿ ⫧ᩱࡢṧ㔞ࡽᢞධࡓࢀࡉ㔞ࢆ ᐃ
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ϩ 産地の育成・強化に関する支援 㹼産地࡙くり㹼 

 ᨭ⤌ྲྀࡓࡅᆅにྥ⏘ࡢᑠ㯏⏝ࣥࣃ

ᮾ㏆Ụ㎰ᴗᬑཬᣦᑟ࣮ࢱࣥࢭ 

࠙ᬑཬάື࣭࠸ࡽࡡࡢᑐ㇟ࠚ 

 近江ඵᖭᕷ㔛地域においてࣃン用小㯏の産地化を目

指し、大つᶍ経営体㹇࣒࣮ࣇが平成 22 年から生産に取

り組まれ、平成28年度に⇱ㄪ〇施タをᩚഛされました。 

㔛地域がࣃン用小㯏の産地としてのᇶ┙を強化する

ためには、生産者ᩘの拡大およࡧ㧗㔞・㧗品㉁化がồ

められました。こ࠺した課㢟を解Ỵするため、普及指導

ンタ࣮は、栽培ᢏ⾡の◊ಟと生産者拡大に向けた支援ࢭ

を⾜いました。

࠙ᬑཬάືࡢෆᐜࠚ 

㸦㸯㸧新つ生産者の☜ಖに向けた支援活動

平成 30 年産のࣃン用小㯏の作付面積は、目ᶆとする

100ha を大きくୗᅇる �3ha でした。そこで㸳㹼㸴月に、

ᕷ農業生協㆟と㹇࣒࣮ࣇにࡧかけ、面積拡大の

方⟇を᳨ウした࠺えで、地域の認定農業者の合にお

いて、ࣃン用小㯏の作付が┈向上につながること、県

内〇ࣃン業者がᏛᰯ⤥食用に活用し、地産地ᾘと地域活

ᛶ化につながることをㄝ᫂しました。 

㸦㸰㸧新つ栽培者への栽培ᢏ⾡⩦得に向けた支援活動

ᙜࢭンタ࣮では、ࣃン用小㯏の㔞・品㉁の向上のために、「生産拡大◊ಟ」で、新つ

栽培者な⣙ 20 ྡに対し、水対⟇の☜実な実施や㉥かࡧ㸰ᅇ㜵㝖のᚭᗏなᇶ本ᢏ⾡

の実㊶をࡧかけました。さらに、は種が 11 月中᪪までに⾜われるよ࠺に、事๓の水対

⟇作業とは種時の⌧地ᕠᅇ指導を実施しました。 

࠙ᬑཬάືࡢᡂᯝࠚ 

近江ඵᖭᕷ農業生協㆟なの関係機関と連携して、生産⌧ሙへのᢏ⾡ⓗ支援に取り

組ࡴとともに、㔛地域の担い手に対して「㔛地域におけるࣃン用小㯏の産地化の重せ

ᛶ」を᰿Ẽよくㄝ᫂し続けた結果、┈向上につながる取組であることを農業者が認㆑さ

れました。その結果、新たに㹑࣒࣮ࣇが 37ha を作付されることになり、㔛Ꮫ༊生産者

によるࣃン用小㯏の目ᶆ栽培面積 100ha を㐩成できました。 

後、㔛地域では、担い手間の連携体ไが┈々῝まり、ࣃン用小㯏の面積がさらに拡

大し、新たな産地へと成長することがᮇᚅされます。 

ពぢࡢ⪅㇟ᑐ۔

後も㧗品㉁㯏を増産し、ࣃン用小㯏を活用した㸴ḟ産業化についても᳨ウして

いきます㸦,  。代⾲取⥾ᙺ㸧࣒࣮ࣇ

┿1 ࣥࣃ⏝ᑠ㯏᱂ᇵ⪅◊ಟ

┿2 ࣥࣃ⏝ᑠ㯏✭సᴗ 
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ϩ 産地の育成・強化に関する支援 㹼産地࡙くり㹼 

ࡓࡋᣦ┠ࢆ㜵㝖ᅇᩘ๐ῶࡢࢦࢳ

⫱ⱑᮇにࢽࢲࣁࡿࡅ࠾ኳᩛ⏝

ᮾ㏆Ụ㎰ᴗᬑཬᣦᑟ࣮ࢱࣥࢭ 

࠙ᬑཬάື࣭࠸ࡽࡡࡢᑐ㇟ࠚ 

イチࢦ栽培では、ࢽࢲࣁに対する化Ꮫ合成農⸆のຠ果の

పୗが大きなၥ㢟となっています。そこで、普及指導ࢭン

タ࣮では、代᭰㜵㝖としてࢽࢲࣁᤕ食ᛶኳᩛ�┿�の導ධ

をண定している生産者 2� ᡞに対し、㐺ṇなኳᩛの用とࣁ

。㜵㝖ᅇᩘの๐ῶを支援しましたࢽࢲ

࠙ᬑཬάືࡢෆᐜࠚ 

イチࢦの育ⱑᮇからኳᩛを用することで、ࢽࢲࣁの生

ᜥᐦ度をୗげ、定᳜から栽培終までのࢽࢲࣁ㜵㝖ᅇᩘを

㸴ᅇ௨内にᢚえられるよ࠺支援しました。 

ኳᩛのຠ果をᏳ定させるため、◊ಟや⌧地支援の実

により、ࢽࢲࣁがࡰいない≧ែでのኳᩛのᨺ㣫をၨ発し、

ᨺ㣫後もኳᩛに㈇Ⲵのᑡない農⸆を㑅定するよ࠺ㄏ導しま

した。また、本ࡱ定᳜๓の㜵㝖を☜実に⾜࠺ことで、ࢲࣁ

。ᚭᗏした支援を⾜いました࠺㎸まれないよࡕにᣢࡱが本ࢽ

࠙ᬑཬάືࡢᡂᯝࠚ 

 育ⱑᮇのࢽࢲࣁの発生をᢚえることができ、対㇟者 2� ᡞのࡕ࠺ 24 ᡞが、本ࡱ栽培ᮇ間

中のࢽࢲࣁ㜵㝖ᅇᩘの目ᶆ�㸴ᅇ௨内�を㐩成しました。≉に、まで発生㔞がከかった㸳

ᡞについては、本ࡱのࢽࢲࣁ㜵㝖にせした時間が⣙㸲ศの㸯に๐ῶできました。 

後もᾘ㈝者にᏳ全・Ᏻ心なイチࢦをᥦ౪することで、ᮾ近江地域のイチࢦのイ࣓࣮ジ

。支援していきます࠺がᅗられるよࣉࢵ

ពぢࡢ⪅㇟ᑐ۔

௨๓は㜵㝖してもࢽࢲࣁがなかなかῶらず、本ᙜにⱞປしていましたが、ኳᩛ等、

⥲合㜵㝖の導ධにより㜵㝖が㠀ᖖにᴦになり႐んでいます㸦生産者㸧。 

┿ ⫱ⱑᮇに⏝ࡓࢀࡉኳᩛ〇
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ϩ 産地の育成・強化に関する支援 㹼産地࡙くり㹼 

┤ᡤฟⲴࢆ┠ᣦࡓࡋ 

ᯝᶞ᱂ᇵࡢ᥎㐍᪂つ᱂ᇵ⪅ࡢ⫱ᡂ 

ᮾ㏆Ụ㎰ᴗᬑཬᣦᑟ࣮ࢱࣥࢭ 

࠙ᬑཬάື࣭࠸ࡽࡡࡢᑐ㇟ࠚ 

普及指導ࢭンタ࣮では、農産物┤売ᡤ「きてか㹼な」

における地ඖ産果樹の出Ⲵ拡大をめࡊし、-$ ン近࣮ࣜࢢ

江と連携をᅗり、平成 28 年度より果樹の作付推進をして

います。品目は県が重点に⨨いているブドࢩࢼ、࢘、イ

チジク、ࣔࣔとし、県開発の新ᢏ⾡も合わせて推進した

結果、㸰法人・３ᡞの生産者が⌧れています。

年度は、一層の生産拡大をめࡊし、集落営農法人へ

の栽培導ධ推進に力をධれるとともに、新つ栽培者に対してᢏ⾡⩦得を支援しました。 

࠙ᬑཬάືࡢෆᐜࠚ 

作付推進に向けては、-$ ദによる◊ಟの、農業ࢭンタ࣮園芸≉産⌜での◊ಟや

集落営農法人連⤡協㆟での◊ಟ、ᙜ課発หの「㗟と㘵」での広ሗ等、できる㝈りከくの

ሙ面を活用しました。新ᢏ⾡については、᪩ᮇに成園化することができ、小面積から導ධ

できること等、新つ導ධしやすいᢏ⾡であることをఏえ、県内で果樹栽培ᮍ経㦂者が導ධ

された事を⤂しました�┿�。≉に、集落営農法人へは、㐟ఇの水✄育ⱑࢫ࢘ࣁを

用したブド࢘栽培をᥦしました。 

また、⌧地◊ಟでは、᳜栽㸰年目のブド࢘ሙをぢᏛすることにより、᪩ᮇの成園化を

実ឤできるよ࠺ᕤኵしました。さらに、◊ಟ後には栽培ព向をಶูに☜認し、ᕼᮃ者に対

しࣉࢵ࣮࢛ࣟࣇを⾜いました。 

新つ栽培者に対しては、ಶูのሙᕠᅇを中心とし、⟶理ᢏ⾡の⩦得に向けたᢏ⾡支援

を⾜い、㐺ᮇ作業の実㊶へつなげました。 

࠙ᬑཬάືࡢᡂᯝࠚ 

年度の活動により、集落営農法人３法人、ಶู

農業者㸳ᡞが新たに᳜栽され、栽培者が増えつつあ

ります�⾲�。

新つ栽培者においては、ಶ々で生育≧ἣは␗なり

ますが、中でもイチジクࢺࢵ࣏栽培を導ධされた㹗Ặは、᳜栽㸰年目で３W�10a を㉸える

㔞を☜ಖすることができました。㸯年間㏻して栽培⟶理を経㦂し、それぞれのᢏ⾡ⓗ課

㢟が᫂☜にᤊえられ、より㧗いᢏ⾡⩦得にពḧを♧しておられます。 

ពぢࡢ⪅㇟ᑐ۔

◊ಟでල体ⓗな栽培方法や㔞が理解でき、導ධのきっかけとなりました。これ

からの支援を一層ᮇᚅし、ブド࢘の✭をᴦしみにしています�法人代⾲理事㸧。 

┿ ◊ಟ࡛ࡢస᥎㐍 

⾲  ᪂つ᱂ᇵ⪅ᩘ㸦ᖹᡂ��ᖺᗘ௨㝆㸧 

ᶞࠉ✀ 㞟ⴠႠ㎰ἲே ಶู㎰ᐙ

࢘ࢻࣈ 㸱ἲே 㸲ᡞ

ࢩࠉࢼ ̿ 㸰ᡞ

ࣔࠉࣔ 㸯ἲே ̿

ࢡࢪࢳ 㸯ἲே 㸰ᡞ
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ϩ 産地の育成・強化に関する支援 㹼産地࡙くり㹼 

༺ᕷሙฟⲴにྥࡓࡅ 

▷ⱼ୰㍯ࡢࢡࢠᏳᐃ⏕⏘ 

ᮾ㏆Ụ㎰ᴗᬑཬᣦᑟ࣮ࢱࣥࢭ 

࠙ᬑཬάື࣭࠸ࡽࡡࡢᑐ㇟ࠚ 

 お┅๓の時ᮇの㟂せに対ᛂしたษり花長 �0FP

の中輪ギク�▷ⱼ中輪ギク�は、組花加ᕤでのᢅい

やすさから花き༺売ᕷሙや加ᕤ業者のせᮃが大き

く、県の推進品目として位⨨࡙けられています。 

年度は、育ⱑᮇの㧗 によるⱑのᯤṚや花ⷣ

ᙧ成ᮇの㧗 による開花㐜ᘏ、ወᙧ花の発生によ

り目ᶆ出Ⲵ率 85㸣が㐩成できませんでした。 

そこで、普及指導ࢭンタ࣮では、新つ生産者を

⟇集落営農㸲法人�に対し、㧗 対ࡕ࠺�㸶ᡞࡴྵ

に関する支援を重点ⓗに⾜いました。 

࠙ᬑཬάືࡢෆᐜࠚ 

㸦㸯㸧⌧地ᕠᅇ

定᳜‽ഛから✭、出Ⲵㄪ〇まで、㐌㸯ᅇ௨上の⌧地ᕠᅇを⾜いました。≉に、育ⱑᮇ

と花ⷣ発㐩ᮇの㧗 対⟇については、年度の┬点から㐽ගやᩓ水による᪼ ᢚไが☜

実に実施されているかを☜認しました。 

㸦㸰㸧◊ಟの開ദ

-$ と連携し、㸴月と㸵月の㸰ᅇ集合◊ಟを開ദしました。≉に、新つ生産者へのᢏ⾡

ఏ㐩が円に進ࡴよ࠺、栽培㸰㹼３年目の集落営農法人のሙにおいて、ᐖ⟶理や

ⷣ作業、✭┤๓の⟶理、出Ⲵㄪ〇の࣏インࢺをㄝ᫂しᢏ⾡⩦得を支援しました㸦┿㸧。 

࠙ᬑཬάືࡢᡂᯝࠚ 

 年度の 1.5 ಸとなる 71,45� 本が༺売ᕷሙへ出Ⲵされ、出Ⲵ率も 85.1㸣と目ᶆを㐩成

できました。また、ษり花品㉁についても㧗いホ౯を得ることができました。≉に、新つ

生産者にはᑀに支援することで、栽培⟶理から✭出Ⲵㄪ〇までのᢏ⾡について理解が

ᅗれました。 

┿ ▷ⱼ୰㍯ࢡࢠฟⲴ๓◊ಟ 

ពぢࡢ⪅㇟ᑐ۔

┅๓出Ⲵ作ᆺでは年度はወᙧ花の発生なであまり出Ⲵできませんでしたが、

年度は 9�.1㸣の出Ⲵ率となり、改ၿのຠ果が実ឤできてよかったです㸦農事組合

法人理事㸧。 
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ϩ 産地の育成・強化に関する支援 㹼産地࡙くり㹼 

ᅗ 㸯KD ௨ୖࡢ⤒Ⴀయᩘ᱂ᇵ㠃✚ 

Ỉ⏣㔝⳯ࡢ⤒Ⴀつᶍ㸯KD ௨ୖࡢ⤒Ⴀయ⫱ᡂ 

†ᮾ㎰ᴗᬑཬᣦᑟ࣮ࢱࣥࢭ 

࠙ᬑཬάື࣭࠸ࡽࡡࡢᑐ㇟ࠚ 

†ᮾ⟶内の農業はᅵ地用ᆺ経営に≉化しており、米㟂せのῶ㏥を⪃えるとキャベツや

タマネギなの園芸品目の導ධによる」合経営を推進し、担い手のᡤ得向上をᅗるᚲせが

あります。しかし、ከくの経営体では水✄なとのປ力の➇合なにより栽培面積がᑡな

く、経営内での位⨨࡙けがపい≧ἣです。そこで、普及指導ࢭンタ࣮では、野菜が経営の

柱の一つとなる㸯ha ௨上の作付ができる経営体を育成することで、水⏣野菜の定╔をはか

る活動を⾜いました。

࠙ᬑཬάືࡢෆᐜࠚ 

水⏣野菜を経営品目として取りධれている生産

者の中から1 ha௨上の作付がྍ⬟な経営体をࣜࢫ

、しました。そして、ಶูに面ㄯを⾜いࣉࢵࢺ

機Ე用や作業ປ力なを加味しながら作付品目

と体⣔を᳨ウし実ຠᛶのある作付ィ⏬の❧につ

ながるよ࠺活動を⾜いました。᪤に㸯ha ௨上作付

している経営体に対しては、さらにつᶍ拡大でき

るよ࠺作業体ไのぢ┤しを⾜いました。

また、㔞☜ಖに向けて、集合◊ಟやᕠᅇ指導

によりᢏ⾡向上がᅗれるよ࠺支援しました。≉に

近年、定᳜๓後に㝆㞵がከく㞧ⲡが増えるഴ向に

あるため、⸆の種㢮やฎ理方法と㝖ⲡのຠ果を

ㄝ᫂するとともに、生産者が実㊶している取組事

を発⾲し合ってᢏ⾡向上にᙺ❧てました。

࠙ᬑཬάືࡢᡂᯝࠚ 

新たに水⏣野菜を㸯ha ௨上作付できた経営体

は㸲経営体増えて、15 経営体になりました。対㇟と

した 17 経営体の栽培面積は 55ha から 58ha へと拡大がᅗれました。 

後も水⏣野菜が経営の柱の一つとして定╔できるとともに、㔞向上により┈が☜

ಖできるよ࠺取組を強化していきます。 

ពぢࡢ⪅㇟ᑐ۔

水や㞧ⲡ対⟇に␃ពしながら栽培を⾜い、目ᶆ㔞が☜ಖできました。ḟ年度

はさらにつᶍ拡大するண定です㸦水⏣野菜作付㸯ha ௨上の生産者㸧。 

┿ ⌧ᆅ◊ಟ�⫱ⱑ� 
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ϩ 産地の育成・強化に関する支援 㹼産地࡙くり㹼 

┿ ✭ᶵ � ྎྠ✌ാ

ᅗ ᱂ᇵ㠃✚ฟⲴ㔞ࡢ᥎⛣ 

ຍᕤ⏝ࡢࢶ࣋ࣕ࢟ᶵᲔ୍㈏య⣔にࡿࡼ⏘ᆅ⫱ᡂ 

†㎰ᴗᬑཬᣦᑟ࣮ࢱࣥࢭ 

࠙ᬑཬάື࣭࠸ࡽࡡࡢᑐ㇟ࠚ 

†地域では、✄・㯏・大㇋をᇶᖿとしたᅵ地用ᆺ農業が中心ですが、-$ ࡧわこ⟶

内においては経営の」合化によるᡤ得向上を目ⓗに、平成 27 年度から加ᕤ用キャベツの生

産振興に取り組んでいます。平成 28 年度には、✭機の導ධにより機Ე化一㈏体⣔が☜❧

され、大ᖜな┬力化が実⌧し、担い手が取り組みやすい⎔ቃがᩚっています。 

 普及指導ࢭンタ࣮では、さらなる面積拡大に向け、作ᮇ拡大やさらなる┬力化なの

組み࡙くりと、┈ᛶ改ၿのための㔞向上に取り組みました。 

࠙ᬑཬάືࡢෆᐜࠚ 

-$ ࡧわこと連携し、௨ୗの点に取り組みました。 

ձ 面積拡大にకい作ᮇศᩓがᚲせになるため、ㄪᰝ

◊✲において品種ẚ㍑ヨ㦂を実施しました。その

結果をᇶに㑅定した３品種を用し、作ᮇ拡大を

ᅗりました。 

ղ さらなる┬力化にᚲせな用ᆺ㜵㝖機や面積拡大にక࠺㸰ྎ目の✭機なの導ධに

ついて、国ᗜ事業等の活用やຠ率ⓗな✌ാに向けた支援を⾜いました。 

ճ 水対⟇等のᇶ本ᢏ⾡の改ၿや┬力施⫧体⣔の改ၿ㸦施用㔞のㄪᩚと生育後ᮇ㏣⫧の

導ධ㸧、ᐖ㜵㝖のࢣࢫジ࣮ࣗࣝ化について、◊ಟとಶู指導を⾜いました。 

࠙ᬑཬάືࡢᡂᯝࠚ 

 作ᮇ拡大により✭ᮇ間は 10 月から㸯月となり、年度

の栽培面積は 17ha を㉸えました。また、用ᆺ㜵㝖機の導

ධにకい、㜵㝖作業の大ᖜな┬力化がᅗられただけでなく、

ᆒ一な⸆ᩓᕸにより㜵㝖ຠ果がᏳ定するよ࠺になり、

ᐖ⿕ᐖも大ᖜにపῶしました。 

 平ᆒ㔞については、ྎ㢼による⿕ᐖが大きく、目ᶆ

㔞には⮳りませんでした。しかし、施⫧体⣔の改ၿなの

取り組みにより⌫重増加のഴ向はぢられており、後はẼ

㇟のᙳ㡪をཷけにくい栽培への改ၿを支援してきます。 

 

 
 ពぢࡢ⪅㇟ᑐ۔

ྎ㢼⿕ᐖがあったが、施⫧改ၿなにより年௨上の㔞となった。┈ᛶの目

㏵が❧ࡕ、ḟ年度は大ᖜに栽培面積を拡大したい㸦㹗Ặ㸭生産者㸧。 
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ϩ 産地の育成・強化に関する支援 㹼産地࡙くり㹼

┿ ┴ᇦ᱂ᇵ◊ಟ࡛ࡢ⤂

ᅗ ྛᐇドᆅᇦにࡿࡅ࠾㔞㸦+�� ᖺ⏘㸧 

ᑠ㯏ࡢ㉸ከ⫧య⣔ᢏ⾡ࡢ⌧ᆅᐇドᬑཬ 

㹼ᑠ㯏ࡢ㔞ྥୖࢆ┠ᣦ࡚ࡋ㹼 

㎰ᴗ㠉᪂ᨭ࣮ࢱࣥࢭ 

࠙ᬑཬάື࣭࠸ࡽࡡࡢᑐ㇟ࠚ 

小㯏の㔞向上による大つᶍᅵ地用ᆺ経営体のᡤ得向上を目指し、᭷ຠⱼṌ合やⓏ⇍

Ṍ合の改ၿがྍ⬟な後ᮇ㏣⫧重点ᆺ「㉸ከ施⫧体⣔ᢏ⾡」の⌧地実ドのタ⨨と⌧地へ

の導ධをᅗりました。活動㸰年目となる平成 30 年度は、実ドの拡大と実ド結果をᇶにし

た、県内小㯏生産者への普及活動を展開しました。 

࠙ᬑཬάືࡢෆᐜࠚ 

 Ẽ㇟᮲௳や栽培品種の␗なる㸰地域㸦大ὠ・༡

部「農ᯘ �1 ྕ」、†ᮾ「ࡩくさやか」㸧の実ドで、

平成 29 年度から⥅続して実ドをタ⨨し、࣮ࢹタ

集を⾜いました。ㄪᰝ結果は、㏿やかに実ド農

ᐙへ࣮ࣇドࢵࣂクし、施⫧体⣔の㐪いによる生

育・㔞のᕪについてඹ᭷しました。 

また、ᢏ⾡の普及をᅗるため、県内の小㯏生産者をጞめ -$ 営農指導ဨや普及指導ဨ等を

対㇟にした、実ドを活用した⌧地᳨ウを３ᅇ開ദし、県域の栽培◊ಟ㸦生産者 177

人、関係機関・ᅋ体 72 人㸧を開ദし、ᢏ⾡の≉ᚩと⌧地実ドの成果を⤂しました。 

࠙ᬑཬάືࡢᡂᯝࠚ 

㸰地域とも「㉸ከ施⫧体⣔ᢏ⾡」により✑ᩘ

の増加や✑長のఙ長がぢられ、㔞が向上するこ

とを実ドできました㸦対័⾜ẚ㸸Ᏺᒣᕷ 179%、ᙪ

᰿ᕷ 154%㸧。平成 29 年度には実ドのみであった

本ᢏ⾡は、平成 30 年度には㸲地域、7.2ha に普及

しています。後、県内ྛ地で㉸ከ施⫧体⣔ᢏ

⾡の実ドを増やし、㔞向上対⟇ᢏ⾡として普及

を目指します。 

ពぢࡢ⪅㇟ᑐ۔

⌧地実ドにより㔞が向上することを実ឤしました。⦆ຠᛶ⫧ᩱを用した㸰ᅇ

ศ施体⣔とẚて、㔞が㧗く、⫧ᩱࢺࢫࢥがపῶできれࡤ、小㯏生産者にとって

より魅力ⓗなᢏ⾡になるとᛮいます㸦実ド農ᐙ㹑Ặ㸧。 
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ϩ 産地の育成・強化に関する支援 㹼産地࡙くり㹼

⌧ᐇࢆ㍍సᴗࡢ⟇㞴㜵㝖ᐖᑐࢦࢳ
㹼ࢦࢳ᱂ᇵࡢ㨩ຊྥୖࢆ┠ᣦ࡚ࡋ㹼 

㎰ᴗ㠉᪂ᨭ࣮ࢱࣥࢭ 

࠙ᬑཬάື࣭࠸ࡽࡡࡢᑐ㇟ࠚ 

 滋賀県のイチࢦ栽培面積は 20 年௨上にΏり増加し、本年度は⣙ 1�0 ᡞが 17ha 栽培され

ています。しかし近年、⸆ຠ果のపୗによりࢽࢲࣁ㢮や࠺んこ、Ⅳその㞴㜵㝖

ᐖの⿕ᐖが増加し、㜵㝖作業のᅇᩘが増えて栽培者の㈇担となっていました。 

そこで、農業㠉新支援ࢭンタ࣮では、魅力あるイチࢦ栽培の実⌧と᭦なる面積拡大をᅗ

ることを目ⓗとし、県内イチࢦ生産者を対㇟に、農⸆に頼らない㞴㜵㝖ᐖ㜵㝖対⟇に

取り組み、品㉁や㔞の向上とేせて㜵㝖作業の๐ῶや㍍作業化をᅗりました。 

࠙ᬑཬάືࡢෆᐜࠚ 

 㞴㜵㝖ᐖの㜵㝖対⟇としてձࢽࢲࣁ㢮

対⟇㸸ኳᩛᨺ㣫・㧗⃰度Ⅳ㓟ࢫ࢞⇺ᢏ⾡、

ղ࠺んこ対⟇㸸㹓㹔㸫㹀Ἴの↷ᑕ、ճⅣ

そ対⟇㸸⪏ᛶ品種「かおり野」、の 4 ᢏ⾡

の実ドを県内 4 。ᡤにタ⨨しました࢝

また、実ドを活用して、7 月と 11 月に県

域の◊ಟを開ദし、生産者への普及をᅗり

ました。実ドᢏ⾡௨እの対⟇についても、⌧

地ᕠᅇ時を用し、育ⱑᮇのኳᩛᨺ㣫へのㄏ

導や、ኟᮇの࠺んこ集中㜵㝖のᚭᗏ、Ⅳ

ண㜵のための⛣᳜時の農⸆℺ὀฎ理のᚭᗏをࡧかけ、⿕ᐖのῶᑡをᅗりました。 

さらに、生産者とᕷሙ関係者をえたពぢを開ദしました。生産者からは栽培≧

ἣや品㉁等について、ᕷሙ関係者からはồめる品㉁や出Ⲵ㔞等についてሗし、ព㆑

の㔊成をᅗりました。 

࠙ᬑཬάືࡢᡂᯝࠚ 

 ◊ಟでは、ᘏ 100 ྡを㉸える生産者がཧ加され、㞴㜵㝖ᐖ対⟇ᢏ⾡への理解を

ಁすことができました。この結果、ኳᩛの導ධは 45 ᡞから �0 ᡞに増加し、㹓㹔㸫㹀Ἴ↷

ᑕ⨨の導ධは 17 ᡞから 38 ᡞまで増加しました。ኳᩛᨺ㣫をྵめ、㞴㜵㝖ᐖ対⟇を

㸯つ௨上導ධされた生産者は 74 ᡞと県内生産者の 5 にまで拡がっています。 

┿ ᐇドࢆά⏝ࡓࡋ◊ಟ 

ពぢࡢ⪅㇟ᑐ۔

ኳᩛᨺ㣫や㹓㹔㸫㹀Ἴ↷ᑕ、ᢠᛶ品種のຠ果が☜認でき、ḟ年度௨㝆も⥅続し

て活用していきたい㸦㸿Ặ㸧。 
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┿ � 㧗 ᑐ⟇◊ಟ㸦����㸧 

ຍᕤ⏝୰㍯ࡢࢡࢠ⏕⏘ᣑ 
㹼ฟⲴ┠ᶆ ��ᮏࢆ㐩ᡂ㹼 

㎰ᴗ㠉᪂ᨭ࣮ࢱࣥࢭ  

࠙ᬑཬάື࣭࠸ࡽࡡࡢᑐ㇟ࠚ 

平成 29 年度から県域で推進している加ᕤ用中輪ギクの生産振興を⾜࠺ため、平成 30 年

度は 20 本の出Ⲵを目ᶆに活動を⾜いました。 

平成 29 年度は、出Ⲵ目ᶆの 10 本を㐩成したものの、ኟ作の㧗 によるወᙧ花や、

作の花㤳ᚐ長等が課㢟としてṧりました。そこで、年度、㠉新支援ࢭンタ࣮では、県内

キク生産者およࡧ生産指向者を対㇟に、生産拡大とేせてษり花品㉁の向上に取り組みま

した。 

࠙ᬑཬάືࡢෆᐜࠚ 

㸦㸯㸧品㉁向上対⟇ 

 近年はኟᮇ㧗 で推⛣しており、㧗 対⟇がᛴົと

⪃えキク栽培ࢫ࢘ࣁ全てに㐽ග㈨ᮦの展ᙇを目指しま

した。㐽ග㈨ᮦの展ᙇには、導ධࢺࢫࢥがかかるため、

実㝿に㈨ᮦを導ධしたࢫ࢘ࣁ内で◊ಟを⾜࠺ことで㐽

ග㈨ᮦのຠ果を体ឤしてもらい、平成 30 年度作からの

導ධをᥦしました。また、その育ⱑᮇの㧗 対⟇

や花㤳ᚐ長対⟇についても、年の┬をもとにᢏ⾡

改ၿを⾜い⌧地への導ධに取り組みました。 

㸦㸰㸧生産拡大 

 平成 31 年度の出Ⲵ目ᶆ 30 本の㐩成に向け、31 年

度新つ栽培ᚿ向者およࡧ平成 30 年度新つ栽培者を対

㇟に、ᕷሙおよࡧ実㟂�花᮰加ᕤ業者�での加ᕤὶ㏻◊

ಟを⾜いました。◊ಟではᕷሙと実㟂の方から滋

賀県産加ᕤ用中輪ギクに対してዲホ౯をいただき、生

産者の⮬信と生産拡大へのពḧにつながりました。 

࠙ᬑཬάືࡢᡂᯝࠚ 

 平成 30 年度は、全生産者で㐽ග㈨ᮦが導ධされ、ኟᮇの␗ᖖな㧗 で産地の開花が㐜

れる中、滋賀県産は 8 月㟂せᮇ出Ⲵ率が 89㸣とዲ成⦼となり、作もྵめ出Ⲵ本ᩘ 20 

本を㐩成しました。また、平成 31 年度生産拡大に向けては、⥅続した新つ栽培者⋓得や面

積拡大の推進を⾜い、目ᶆ㐩成に向け㡰ㄪに進んでいます。 

 ពぢࡢ⪅㇟ᑐ۔ 

中輪ギクは年度ึめての取り組みでᏳであったが、県域の◊ಟな生産販

売体ไがᩚっていてᏳ心でした。後も面積を増やしていきたい㸦新つ栽培者㸧。

┿ � ⏕⏘ᣑ◊ಟ㸦�����㸧 
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ᣑࡢ✚᱂ᇵ㠃ࡅࡼ⡆᫆㞵ࡢࢡࢪࢳ
㹼⏕⏘Ᏻᐃရ㉁ྥୖࢆ┠ᣦ࡚ࡋ㹼 

㎰ᴗ㠉᪂ᨭ࣮ࢱࣥࢭ 

࠙ᬑཬάື࣭࠸ࡽࡡࡢᑐ㇟ࠚ 

イチジクは水⏣でも栽培し᫆く、᪩ᮇに成園化ができる品目として推進してきました。

しかし、⣙ � が㟢地栽培のため、㝆㞵による果実品㉁や出Ⲵ㔞のపୗがၥ㢟となり、Ᏻ

定生産に向けた㞵よけ化がᚲせでした。そこで、㠉新支援ࢭンタ࣮では、県内イチジク産

地を対㇟に、平成 28 年度から生産者が取り組み᫆いపࢺࢫࢥな⡆᫆㞵よけ栽培ᢏ⾡を☜❧

し、年度⡆᫆㞵よけ栽培の普及に取り組みました。 

࠙ᬑཬάືࡢෆᐜࠚ 

 㞵よけ栽培の普及率がపい⏥賀地域や㧗ᓥ地域と

ేせて、県域㸦県果樹組合連合イチジク部㸧で

◊ಟを開ദし、「㞵よけ化による品㉁や㔞、┈

ᛶの向上ຠ果」についてㄝ᫂しました。 

また、ᕷሙ担ᙜ者と連携して、ኳೃにᕥྑされな

いᏳ定した品㉁・出Ⲵ㔞を☜ಖできる産地࡙くりに

向けて、⡆᫆㞵よけ栽培の推進をᅗりました。 

さらに、年度新たに米ཎᕷで⡆᫆㞵よけ施タの導

ධᕼᮃ者があり、†地域での普及をᅗる展♧に位

⨨付け導ධを支援しました。 

࠙ᬑཬάືࡢᡂᯝࠚ 

 平成 28 年から取り組んだ結果、⡆᫆㞵よけ栽培は⏥

賀地域を中心に増加し、県内ྛ地でもᚎ々に増えてき

ました。県全体では、㞵よけ化率が 43㸣㸦+27 年㸧か

ら 52㸣㸦+30 年㸧に増加し、㞵よけ化のᚲせᛶについ

ての理解が῝まってきました。㧗ᓥ地域での㞵よけ化

率はまだまだపいものの、㹈㸿や関係機関のព㆑は㧗

まっており、ḟ年度に向けて、若手栽培者や新つ栽培

者を対㇟に導ධ推進を᳨ウされる等、後の面積拡大

がᮇᚅされます。また、新たにタ⨨した米ཎᕷの農ᐙ

では、⡆᫆㞵よけ栽培を拡大されるண定です。 

ពぢࡢ⪅㇟ᑐ۔

⡆᫆㞵よけ栽培を拡大していきたい㸦取組者㸿Ặ㸭⏥賀ᕷ㸧。

地 域 29年度 30年度 31年度
( 予定)

大津・南部 4. 0 4. 0 6. 0
甲賀 13. 2 43. 9 43. 9
東近江 1. 3 1. 3 1. 3
湖北 0. 0 6. 0 8. 0
高島 1. 5 3. 0 3. 9

合計 20. 0 58. 2 63. 1

う䛱施
タ

⡆᫆雨
よ䛡

ὠ・༡㒊 212 1㻥㻢.㻣 㻠.㻜 㻥㻡
⏥㈡ 1㻡㻜 1㻤.㻜 㻠3.㻥 㻠1
ᮾ㏆Ụ 1㻥㻢 12㻤.2 1.3 㻢㻢
†ᮾ 㻠㻜 32.㻜 㻜.㻜 㻤㻜
† 㻡3 12.㻣 㻢.㻜 3㻡
㧗ᓥ 23㻠 13.㻡 3.㻜 㻣

合ィ 㻤㻤㻡 㻠㻜1.1 㻡㻤.2 㻡2

ᆅ䚷ᇦ
栽培
㠃✚

雨よ䛡
化率
㻔䠂㻕

┿ ⡿ཎᕷ࡛᪂ࡓに⡆᫆㞵ࢆࡅࡼタ⨨ 

⾲�� ⡆᫆㞵ࡅࡼ᱂ᇵࡢᑟධ㠃✚ࡢ᥎⛣�D�

⾲���+��ᖺࡢᆅᇦู㞵ࡅࡼࡢ≧ἣ�D�
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Ϫ 魅力ある農業・農村創出に関する支援 㹼地域࡙くり㹼 

㸴ḟ⏘ᴗࡢᐇ㊶にࡿࡼዪᛶࡢാࡃሙࡢฟ 

†ᮾ㎰ᴗᬑཬᣦᑟ࣮ࢱࣥࢭ 

࠙ᬑཬάື࣭࠸ࡽࡡࡢᑐ㇟ࠚ 

農事組合法人つ࡙ら࣒࣮ࣇでは、平成 27 年に㸴ḟ産業⥲合化事業ィ⏬の認定をཷけ、

㯮大㇋加ᕤ品の開発を開ጞされました。法人理事が中心となって᳨ウし、加ᕤ施タᘓタも

ィ⏬中でしたが、㸴ḟ産業化推進の経㦂や࢘ࣁ࢘ࣀがないため、㌶㐨にるまでのᮇ間に

おいて、加ᕤ事業の㐠営について支援をồめられました。そこで、平成 28 年度より「ዪᛶ

の活㌍による地域の活ᛶ化」「༑ศなປົ㈝を支ᡶえる経営の実⌧」を目ᶆに３か年ィ⏬

で取り組ࡴこととしました。 

࠙ᬑཬάືࡢෆᐜࠚ 

経営ព㆑の向上・目ᶆのඹ᭷化のため、ၟ品

࡙くりを担࠺ዪᛶ部ဨが㧗い経営ព㆑をᣢって

体ⓗにཧ⏬できるよ࠺、理事とともに定ᮇⓗ

にヰし合࠺「経営㆟」の開ദをㄏ導しました。

㆟では⌧≧・ၥ㢟点のᢕᥱ・目ᶆ㐩成の方⟇

を᳨ウし、その実㊶へ⧅げました。ᙜࢭンタ࣮は事๓に㸴ḟ産業化理事とᡴࡕ合わせを⾜

ったり、㆟で࣮ࢹタをศかりやすくࢢラࣇ化して♧しၥ㢟点を指するなᕤኵし、積

ᴟⓗな改ၿ⟇ᥦにດめました。 

力ၟ品開発は、㸴ḟ産業化ࣉラン࣮ࢼを活用して支援しました。売上☜ಖのため、集

落での┤᥋販売のሙ࡙くりや、近㞄販売施タへの営業、ၟㄯへのཧ加ㄏ導等を⾜い、販

㊰拡大を支援しました。また、ປົ㈝పῶを中心とした、ࢺࢫࢥ๐ῶにも取り組みました。

加えて、ඃ良事等の◊ಟを開ദし、経営ព㆑の向上、営業活動におけるࢫキࣝの向上を

はかりました。 

࠙ᬑཬάືࡢᡂᯝࠚ 

ၟ品開発は、㯮㇋ࢣࢵࣟࢥ、ᗣᘚᙜ、㯮

㇋Ⲕ等㸳品目ができました。また、ᅵ᭙ᮅᕷ

の開ጞや、販売ᗑ⯒ᩘの増加等により、年間

販売額は 114 円㸦㹆28㸧から 329 円へ増

加しました。さらに、౯᱁のぢ┤しや、加ᕤ

作業のຠ率化等の実㊶により、ປົ㈝をపῶ

でき、㹄㹊ẚ率㸦販売額に༨めるᮦᩱ㈝とປ

ົ㈝の合㸧が 400㸣�㹆28㸧から 98.5㸣にῶ

ᑡしました。 

後の目ᶆは「年間販売額 350 円」「㹄㹊ẚ率

90㸣௨ୗ」です。経営㆟の⥅続開ദにより、理事・ዪᛶ部ဨで目ᶆをඹ᭷し、その㐩成

をめࡊしてより体ⓗ・積ᴟⓗに取り組めるよ࠺支援し、ዪᛶの活㌍ಁ進、法人活動の活

ᛶ化につなげていきます。 

ពぢࡢ⪅㇟ᑐ۔

理事、加ᕤ部ဨがඹ㏻認㆑のୗでၟ品開発や販㊰拡大、ປົ㈝పῶに向けた取組

を実㊶できました㸦㸴ḟ産業化担ᙜ理事㸧。 

⾲ ᬑཬάືࡢෆᐜ 
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࠙ᬑཬ⤌⧊ࡢᡤᅾᆅࠚ 

ձὠ࣭༡㒊㎰ᴗᬑཬᣦᑟ࣮ࢱࣥࢭ㸦ὠ࣭༡㒊㎰ᴗᬑཬ㎰ᮧ⯆ົᡤ㎰⏘ᬑཬㄢෆ㸧

  ࠛ525-8525 ⲡὠᕷⲡὠ 3 目 14 ␒ 75 㸦ྕ༡部合同ᗇ⯋ 4 㝵㸧 TEL 077-567-5421 
ղ⏥㈡㎰ᴗᬑཬᣦᑟ࣮ࢱࣥࢭ㸦⏥㈡㎰ᴗ㎰ᮧ⯆ົᡤ㎰⏘ᬑཬㄢෆ㸧

  ࠛ528-8511 ⏥賀ᕷ水ཱྀ⏫水ཱྀ 6200㸦⏥賀合同ᗇ⯋ 4 㝵㸧    TEL 0748-63-6126 
ճᮾ㏆Ụ㎰ᴗᬑཬᣦᑟ࣮ࢱࣥࢭ㸦ᮾ㏆Ụ㎰ᴗ㎰ᮧ⯆ົᡤ㎰⏘ᬑཬㄢෆ㸧

㸦ᮾ㒊ᬑཬᣦᑟಀ㸧 

ࠛ527-8511 ᮾ近江ᕷඵ日ᕷ⥳⏫ 7-23㸦ᮾ近江合同ᗇ⯋ 4 㝵㸧  TEL 0748-22-7727 
շ㸦す㒊ᬑཬᣦᑟಀ㸧

ࠛ521-1301 近江ඵᖭᕷᏳᅵ⏫大中 516㸦農業ᢏ⾡振興ࢭンタ࣮内㸧  TEL 0748-46-6504 
մ†ᮾ㎰ᴗᬑཬᣦᑟ࣮ࢱࣥࢭ㸦†ᮾ㎰ᴗ㎰ᮧ⯆ົᡤ㎰⏘ᬑཬㄢෆ㸧

  ࠛ522-0071 ᙪ᰿ᕷඖ⏫ 4-1㸦†ᮾ合同ᗇ⯋ 2 㝵㸧    TEL 0749-27-2228 
յ†㎰ᴗᬑཬᣦᑟ࣮ࢱࣥࢭ㸦†㎰ᴗ㎰ᮧ⯆ົᡤ㎰⏘ᬑཬㄢෆ㸧

  ࠛ526-0033 長ᕷ平方⏫ 1152-2㸦†合同ᗇ⯋ 4 㝵㸧    TEL 0749-65-6629 
ն㧗ᓥ㎰ᴗᬑཬᣦᑟ࣮ࢱࣥࢭ㸦㧗ᓥ㎰ᴗ㎰ᮧ⯆ົᡤ㎰⏘ᬑཬㄢෆ㸧

  ࠛ520-1621 㧗ᓥᕷὠ⏫ὠ 1758㸦㧗ᓥ合同ᗇ⯋ 3 㝵㸧    TEL 0740-22-6025 
շ㎰ᴗ㠉᪂ᨭ࣮ࢱࣥࢭ㸦㎰ᴗᢏ⾡⯆࣮ࢱࣥࢭ㎰ᴗ㠉᪂ᨭ㒊ෆ㸧

  ࠛ521-1301 近江ඵᖭᕷᏳᅵ⏫大中 516    TEL 0748-46-4391 
ͤ農業㠉新支援ࢭンタ࣮は、県域で活動する農業㠉新支援ᑓ㛛ဨがᡤᒓし、ྛ地域普及組織と連携した普及活動を⾜っ

ています。
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Ϫ 魅力ある農業・農村創出に関する支援 㹼地域࡙くり㹼 

㸴ḟ⏘ᴗࡢᐇ㊶にࡿࡼዪᛶࡢാࡃሙࡢฟ 

†ᮾ㎰ᴗᬑཬᣦᑟ࣮ࢱࣥࢭ 

࠙ᬑཬάື࣭࠸ࡽࡡࡢᑐ㇟ࠚ 

農事組合法人つ࡙ら࣒࣮ࣇでは、平成 27 年に㸴ḟ産業⥲合化事業ィ⏬の認定をཷけ、

㯮大㇋加ᕤ品の開発を開ጞされました。法人理事が中心となって᳨ウし、加ᕤ施タᘓタも

ィ⏬中でしたが、㸴ḟ産業化推進の経㦂や࢘ࣁ࢘ࣀがないため、㌶㐨にるまでのᮇ間に

おいて、加ᕤ事業の㐠営について支援をồめられました。そこで、平成 28 年度より「ዪᛶ

の活㌍による地域の活ᛶ化」「༑ศなປົ㈝を支ᡶえる経営の実⌧」を目ᶆに３か年ィ⏬

で取り組ࡴこととしました。 

࠙ᬑཬάືࡢෆᐜࠚ 

経営ព㆑の向上・目ᶆのඹ᭷化のため、ၟ品

࡙くりを担࠺ዪᛶ部ဨが㧗い経営ព㆑をᣢって

体ⓗにཧ⏬できるよ࠺、理事とともに定ᮇⓗ

にヰし合࠺「経営㆟」の開ദをㄏ導しました。

㆟では⌧≧・ၥ㢟点のᢕᥱ・目ᶆ㐩成の方⟇

を᳨ウし、その実㊶へ⧅げました。ᙜࢭンタ࣮は事๓に㸴ḟ産業化理事とᡴࡕ合わせを⾜

ったり、㆟で࣮ࢹタをศかりやすくࢢラࣇ化して♧しၥ㢟点を指するなᕤኵし、積

ᴟⓗな改ၿ⟇ᥦにດめました。 

力ၟ品開発は、㸴ḟ産業化ࣉラン࣮ࢼを活用して支援しました。売上☜ಖのため、集

落での┤᥋販売のሙ࡙くりや、近㞄販売施タへの営業、ၟㄯへのཧ加ㄏ導等を⾜い、販

㊰拡大を支援しました。また、ປົ㈝పῶを中心とした、ࢺࢫࢥ๐ῶにも取り組みました。

加えて、ඃ良事等の◊ಟを開ദし、経営ព㆑の向上、営業活動におけるࢫキࣝの向上を

はかりました。 

࠙ᬑཬάືࡢᡂᯝࠚ 

ၟ品開発は、㯮㇋ࢣࢵࣟࢥ、ᗣᘚᙜ、㯮

㇋Ⲕ等㸳品目ができました。また、ᅵ᭙ᮅᕷ

の開ጞや、販売ᗑ⯒ᩘの増加等により、年間

販売額は 114 円㸦㹆28㸧から 329 円へ増

加しました。さらに、౯᱁のぢ┤しや、加ᕤ

作業のຠ率化等の実㊶により、ປົ㈝をపῶ

でき、㹄㹊ẚ率㸦販売額に༨めるᮦᩱ㈝とປ

ົ㈝の合㸧が 400㸣�㹆28㸧から 98.5㸣にῶ

ᑡしました。 

後の目ᶆは「年間販売額 350 円」「㹄㹊ẚ率

90㸣௨ୗ」です。経営㆟の⥅続開ദにより、理事・ዪᛶ部ဨで目ᶆをඹ᭷し、その㐩成

をめࡊしてより体ⓗ・積ᴟⓗに取り組めるよ࠺支援し、ዪᛶの活㌍ಁ進、法人活動の活

ᛶ化につなげていきます。 

ពぢࡢ⪅㇟ᑐ۔

理事、加ᕤ部ဨがඹ㏻認㆑のୗでၟ品開発や販㊰拡大、ປົ㈝పῶに向けた取組

を実㊶できました㸦㸴ḟ産業化担ᙜ理事㸧。 

⾲ ᬑཬάືࡢෆᐜ 
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H28 H29 H30

　経営意識の向上
　目標の共有化

　主力商品開発

　販路拡大

　コスト削減

検討会
(理事)

経営会議 
(理事・女性部員)
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࠙ᬑཬ⤌⧊ࡢᡤᅾᆅࠚ 

ձὠ࣭༡㒊㎰ᴗᬑཬᣦᑟ࣮ࢱࣥࢭ㸦ὠ࣭༡㒊㎰ᴗᬑཬ㎰ᮧ⯆ົᡤ㎰⏘ᬑཬㄢෆ㸧

  ࠛ525-8525 ⲡὠᕷⲡὠ 3 目 14 ␒ 75 㸦ྕ༡部合同ᗇ⯋ 4 㝵㸧 TEL 077-567-5421 
ղ⏥㈡㎰ᴗᬑཬᣦᑟ࣮ࢱࣥࢭ㸦⏥㈡㎰ᴗ㎰ᮧ⯆ົᡤ㎰⏘ᬑཬㄢෆ㸧

  ࠛ528-8511 ⏥賀ᕷ水ཱྀ⏫水ཱྀ 6200㸦⏥賀合同ᗇ⯋ 4 㝵㸧    TEL 0748-63-6126 
ճᮾ㏆Ụ㎰ᴗᬑཬᣦᑟ࣮ࢱࣥࢭ㸦ᮾ㏆Ụ㎰ᴗ㎰ᮧ⯆ົᡤ㎰⏘ᬑཬㄢෆ㸧

㸦ᮾ㒊ᬑཬᣦᑟಀ㸧 

ࠛ527-8511 ᮾ近江ᕷඵ日ᕷ⥳⏫ 7-23㸦ᮾ近江合同ᗇ⯋ 4 㝵㸧 TEL 0748-22-7727 
շ㸦す㒊ᬑཬᣦᑟಀ㸧

ࠛ521-1301 近江ඵᖭᕷᏳᅵ⏫大中 516㸦農業ᢏ⾡振興ࢭンタ࣮内㸧 TEL 0748-46-6504 
մ†ᮾ㎰ᴗᬑཬᣦᑟ࣮ࢱࣥࢭ㸦†ᮾ㎰ᴗ㎰ᮧ⯆ົᡤ㎰⏘ᬑཬㄢෆ㸧

  ࠛ522-0071 ᙪ᰿ᕷඖ⏫ 4-1㸦†ᮾ合同ᗇ⯋ 2 㝵㸧    TEL 0749-27-2228 
յ†㎰ᴗᬑཬᣦᑟ࣮ࢱࣥࢭ㸦†㎰ᴗ㎰ᮧ⯆ົᡤ㎰⏘ᬑཬㄢෆ㸧

  ࠛ526-0033 長ᕷ平方⏫ 1152-2㸦†合同ᗇ⯋ 4 㝵㸧    TEL 0749-65-6629 
ն㧗ᓥ㎰ᴗᬑཬᣦᑟ࣮ࢱࣥࢭ㸦㧗ᓥ㎰ᴗ㎰ᮧ⯆ົᡤ㎰⏘ᬑཬㄢෆ㸧

  ࠛ520-1621 㧗ᓥᕷὠ⏫ὠ 1758㸦㧗ᓥ合同ᗇ⯋ 3 㝵㸧    TEL 0740-22-6025 
շ㎰ᴗ㠉᪂ᨭ࣮ࢱࣥࢭ㸦㎰ᴗᢏ⾡⯆࣮ࢱࣥࢭ㎰ᴗ㠉᪂ᨭ㒊ෆ㸧

  ࠛ521-1301 近江ඵᖭᕷᏳᅵ⏫大中 516    TEL 0748-46-4391 
ͤ農業㠉新支援ࢭンタ࣮は、県域で活動する農業㠉新支援ᑓ㛛ဨがᡤᒓし、ྛ地域普及組織と連携した普及活動を⾜っ

ています。
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